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1 (1) 開区間 I ⊂ R で定義された関数 f(x) が点 a ∈ I において連
続であるということの定義を述べよ．（記号 ∀, ∃ を用いずできるだ
け自然な日本語で表現すること．）

(2) 上の定義に基いて，次の命題を証明せよ．

「関数 f(x) が a で連続で f(a) < 0 ならば，a を含む開区間 J ⊂ I

を，J 上ではつねに f(x) < 0が成り立つようにとることができる．」

2 関数 f(x) =
1

x2
の，点 x = 3 の周りの n 次テイラー近似式を求

めよ．

3 次の極限値を求めよ： lim
x→0

x sin(x2)√
1 + x3 − 1

.

4 次の定積分の値を求めよ：
∫ 2π

0

dx

3− 2 cos x

5 次の広義積分が収束するか発散するか調べよ．また収束するなら
その値を求めよ：

(1)

∫ ∞

1

tan−1 x

x
dx (2)

∫ ∞

1

tan−1 x

x2
dx


